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蒲田・呑川の「あやめ橋」は、かつてアヤメ、ハナショウブの花々が

咲き誇り多くの見物客で賑わった蒲田菖蒲園に由来しています。菖蒲

園が閉園を迎えた大正 10 年に水島あやめが南魚沼から

上京し、女性脚本家の先駆けとして蒲田で花開きまし

た。花のアヤメから水島あやめへと歴史は繋がり、こ

の度、彼女の蒲田撮影所入所 100 年の時を経て生誕の地・

南魚沼市よりアヤメ（ハナショウブ）の花が贈呈されます。

～南魚沼から大田へ～あやめがつなぐヒストリー

対談第一部
蒲田撮影所で輝いた水島あやめと女優たち（40分）

出演：岡茂光／因幡純雄

カツベン教室（30分）

無声映画「大学は出たけれど」

活弁付き無声映画上映

「明け行く空」「明け行く空」脚色：水島あやめ（1929年／ 60分）「明け行く空」脚色：水島あやめ（1929年／ 60分）
弁士：佐々木亜希子　楽士：永田雅代

第二部

岡茂光

18:00 　開演
18:40 　休憩

18:50 　開演
19:20 　休憩
19:25　
「明け行く空」
上映
20:30　終演
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東京都出身。映画の魅力の虜となったのが小学
校 2年生。学生時代の愛読書が「映画の友」、
憩いの場所は映画館。
16年間に及ぶ海外勤務を経験した社会人時代
の楽しみは名画のロケ地巡り。そして、2010
年代に「蒲田映画祭」に携わり無声映画の魅力
を初めて知った。日本伝統の「語りの芸」の継
承者・弁士さんの魔法の声に合わせて躍動する
画面。これぞ一大エンターテインメント！

因幡純雄

新潟県出身。1992年、会社勤務のかたわら、
水島あやめの調査研究を始める。2003年、水
島あやめ生誕百周年記念事業実行委員会を結成、
講演会・映画上映会・パネル資料展を実施。水
島の生涯と業績を記念誌「ちとせ輝く」にまと
める。以後、各種執筆・講演会等で、水島あや
めの顕彰活動を行っている。
主な著書「水島あやめの生涯　日本初の女流脚
色家・少女小説作家」銀の鈴社、2019年発行
ほか。

新潟県出身。1992年、会社勤務のかたわら、
水島あやめの調査研究を始める。2003年、水
島あやめ生誕百周年記念事業実行委員会を結成、
講演会・映画上映会・パネル資料展を実施。水
島の生涯と業績を記念誌「ちとせ輝く」にまと
める。以後、各種執筆・講演会等で、水島あや
めの顕彰活動を行っている。
主な著書「水島あやめの生涯　日本初の女流脚
色家・少女小説作家」銀の鈴社、2019年発行
ほか。

佐々木亜希子
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活動写真弁士

永田雅代
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楽士

水島あやめ
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脚色

山形県酒田市出身。ＮＨＫ山形放送局で
ニュースキャスターを務めた後、2001年
より活動写真弁士として全国各地の映画
祭や上映会、学校公演等に出演。今や「七
色の声」を変幻自在に駆使し、300以上
ものレパートリーを操り年間 100回以も
のステージを行っている。
現在最も活躍する活動写真弁士の一人。
映画音声ガイドも数多く手がける。
NPO法人 Bmap（ビーマップ）の理事長。

鹿児島県出身。Jazz、Fork、Ireland 
trad、Hip-Hop、演歌などの多種多彩な
ジャンルのアーティストと共演。CD 制作、
プロデュースも多数。無声映画の楽士と
して弁士佐々木亜希子とのコンビは 20
年、500公演以上で共演している。幅広
いジャンルの音楽と作品理解に基づいた
即興演奏は定評がある。

新潟県南魚沼市出身。1921年上京。日本女子
大学在学中に本格的に小説を書き始め、映画会
社の小笠原プロダクションで脚本を学ぶ。1924
年に書いた脚本『落葉の唄』が映画化され、女
流脚本家の先駆けの一人としてデビュー。1926
年 松竹キネマ蒲田撮影所に入社、30本近くの
脚本を書いたが、のち児童文学に転向。1939
年『小公女』を翻案、1940年少女小説集『友
情の小径』を発表、その叙情性と感傷性で少女
たちに人気を博した。ほかの作品に『母への花束』
『乙女椿』などがある。

新潟県南魚沼市出身。1921年上京。日本女子
大学在学中に本格的に小説を書き始め、映画会
社の小笠原プロダクションで脚本を学ぶ。1924
年に書いた脚本『落葉の唄』が映画化され、女
流脚本家の先駆けの一人としてデビュー。1926
年 松竹キネマ蒲田撮影所に入社、30本近くの
脚本を書いたが、のち児童文学に転向。1939
年『小公女』を翻案、1940年少女小説集『友
情の小径』を発表、その叙情性と感傷性で少女
たちに人気を博した。ほかの作品に『母への花束』
『乙女椿』などがある。

入場料（税込）：一般 1,000円／学生 500円　全席自由席 会場：大田区民ホールアプリコ・小ホール

◎申込み受付

主催・問合せ：一般社団法人大田観光協会（03-3734-0202／平日 9:00～ 18:00）　

共催：大田区　後援：大田区文化振興協会　協力：マツダ映画社

関連企画

まちあるき
「キネマの天地」で輝いた女性たちを感じながら
梅屋敷～蒲田を歩く

5月 15日 (金) 9:00より①・②のいずれかの方法でお申込みください。
①ネットショップ「はねぴょんストア」にて購入（お１人ずつ・来場者のお名前でお申込みください）
②電話予約（03-3734-0202）の後に
　大田観光協会事務所（大田区南蒲田 1-20-20 大田区産業プラザ PiO2階）にて支払い

お申込みは
こちら

詳細は
こちら

令和８年６月 8日（月）　13：30～ 16：00　
梅屋敷から蒲田の歴史を辿り、松竹蒲田撮影所跡へ。女性たちの活躍に思いを馳せるまちあるき。高砂コレクション®ギャラリーでは学芸員の解説も。
※お申込み方法はアプリコ開催のイベントと同様です。　協力：大田・品川まちめぐりガイドの会／高砂香料工業株式会社


